
公益社団法人　日本ホッケー協会

大会名 第88回　全日本男子ホッケー選手権大会

年 月 日

平成 26 11 30

0 ‐ 0

1Ｑ 0 ‐ 0

2Ｑ 0 ‐ 0

3Ｑ 0 ‐ 0

4Ｑ 0 ‐ 0

Ｇ Ｙ Ｒ Ｇ Ｙ Ｒ

1 ✔ 17 1 ✔

2 5 2 ✔

3 5 3 9

4 ✔ 4 ✔

5 3 5 ✔

6 ✔ 6 21

7 ✔ 7 ✔

8 ✔ 8 16

9 9 ✔

10 ✔ 10 ✔

11 ✔ 11 9

12 ✔ 12 ✔

13 ✔ 13 11

14 ✔ 14 ✔

15 5 15 11

16 9 16 ✔

17 1 17 ✔

18 ✔ 18 13

チャレンジ権の行使	
 	
 （成功○、失敗×を記入） チャレンジ権の行使	
 	
 （成功○、失敗×を記入）

特記事項

51 監督 監督 51

アンパイア アンパイア

リザーブアンパイア サジェスチョンＵＰ

ジャッジ サジェスチョンＵＰ

ジャッジ Ｔ．Ｏ． 長田　和雄

時間 № 種 時間 № 種 時間 № 種

_ _ _

_ _ _

_ _ _

_ _ _

_ _ _

ｽｺｱ

戸塚　洋介 冨山　喜正

我妻　活美 高橋　英行

中野　典子

ﾁｰﾑ ｽｺｱ ﾁｰﾑ ｽｺｱ ﾁｰﾑ

判定 判定

鹿野　育郎 高原　得次

成田　健一 渡邊　道彦

24 新本　　優 21 和久利　裕貴

時間 時間

22 大門　美生 19 瀧澤　隆介

23 栁本　主貴 20 山田　翔太

17 橘　　敏郎 15 石川　嵩晃

18 井島　光希 17 山水　翼瑳

14 長澤　克好 13 山城　嘉大

16 畠山　　学 14 小澤　翔平

12 吉原　平太 11 星　　　卓

13 山下　　学 12 橋本　航太

10 山部　晃嗣 9 小原　一浩

11 川上　　啓 10 黒川　大地

8 塩川　直人 7 三谷　力哉

9 藤本　一平 8 膳棚　大剛

4 小野　知則 5 津田　明徳

6 河内　伸仁 6 落合　大将

2 川上　良平 2 金井田　幸樹

3 粥川　幸司 3 松本　匡史

氏 名

1 中山　康大 1 井川　大地

先発 背番号 氏 名 先発 背番号

4 24

12 A 14:30 親里ホッケー場 人工芝（W)

チーム名
試合

チーム名

前半

名古屋フラーテル

公	
 式	
 試	
 合	
 記	
 録

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

天理大学
後半

GK	
GK	


GK	


GK	




0 - 0

0 - 0

佐口尚志

我妻活美 渡邉道彦

中野典子

坂口あすみ

テクニカルオフィサー 長田和雄
アンパイア

勝点　７ 勝点　５

＜ A組 ＞
0 - 0

あ　　　　　　　　名古屋フラーテル 0

５

0 あ天理大学

0 - 0

２勝１分 １勝２分
５ PC ２
９ シュート

得点

戦評

　天理のセンターパスにより試合が開始された。立ち上がりから両チームとも激しい攻防を続
ける。5分、名古屋はＰＣを獲得。ＦＷ藤本がフリックシュートを放つも天理・ＦＢ山田の素早いブ
ロッキングにより、得点できない。無得点のまま第１Ｑが終わる。
第２Ｑも激しい攻防が続く。23分、名古屋がＰＣを獲得。ＦＷ橘がフリックシュートを放つも天理・
ＧＫ井川が防ぐ。その直後、天理のカウンター攻撃により、ＦＷ石川のセンターリングをＭＦ三谷
がタッチシュートするも枠をとらえきれない。その後も、両チームチャンスを生かせず無得点の
まま第２Ｑ折り返す。
第３Ｑ、38分、名古屋・ＭＦ川上が強烈なシュートを放つも、天理・ＧＫ井川が防ぐ。42分、天理
が立て続けにＰＣを獲得する。しかし、得点には繋がらない。両チーム猛攻を仕掛けるが無得
点もまま第３Ｑ終える。
第４Ｑ、51分、名古屋がＰＣを獲得。得点には繋がらない。55分、天理・ＭＦ瀧澤がサークル内
でフリーでシュートを放つも、名古屋・ＧＫ新本が好セーブで防ぐ。その後も 両チームスピー
ディーな攻防を展開するがゴールを揺らすことができない。結局、０-０の引き分けで終了。結
果、名古屋が勝点７・Ａ組１位、天理が勝点５・A組２位で準決勝進出を決めた。

成田健一

ジャッジ




